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平成20年（2008年）9月1日　第 900号

※再生紙・環境インクを使用しています

平
成
21
年
11
月
に
開
署
予
定

太陽光発電施設

屋上緑化

雨水利用施設

風力・太陽光併用
屋外照明
会議室の開放

バリアフリー

年間約 9600kwh の発電能力があり、石油換
算で年間約2100ℓの削減になります
約170㎡の屋上に芝生や低木を植えることで、
夏期の建物温度上昇を緩和します
敷地内の地下に雨水をためて、屋上緑化の散
水やトイレの流水に利用することで、上水道
使用量を年間約 900㎥削減できます
敷地内の屋外照明（3基）を、風力と太陽光で
発電する照明にします
会議室（90㎡、定員 48 人）を地域の方が利用
できるように開放します
車いすの方でも利用しやすい
ように、スロープやバリアフ
リーのトイレを設置します

◇所 在 地

◇敷地面積

◇建物概要

上今泉 6-341-2　（北部公園に隣接）
2,244 ㎡

鉄筋コンクリート 2階建て
建築面積 871 ㎡　延べ床面積 1,232 ㎡

◇配備車両 消防ポンプ車　　　1台
高規格救急車　　　1台
15m級はしご車　　1台

◎ 施 設 の 特 徴

　
市
で
は
、
火
災
や
救
急
・
救
助
に
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
、
消
防
設
備
等
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
大
規
模
災
害
発
生

時
に
市
内
北
部
地
区
の
対
応
拠
点
と
し
て
機

能
す
る
、
消
防
署
北
分
署
の
移
転
整
備
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
南
北
に
長
い
海
老
名
市
の
地
形
や

人
口
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
消
防
署
を
本
署

（
所
在
地
＝
大
谷
）、
北
分
署
（
同
＝
柏
ケ
谷
）、

南
分
署
（
同
＝
上
河
内
）
の
３
カ
所
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
の
北
分
署
は
、
昭
和
54
年
の
開
署
以

来
、
市
内
北
部
地
域
に
お
け
る
消
防
活
動
の
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
平
成
17
年
に
実
施
し
た
建
物
の
耐

震
診
断
の
結
果
、
耐
震
強
度
が
不
足
し
て
お

り
、
大
地
震
等
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
対
応
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
果
た
せ
な

い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。加
え
て
、
現
在
の

同
分
署
用
地
が
狭
い
こ
と
、
近
年
の
マ
ン
シ
ョ

ン
開
発
等
に
よ
り
人
口
が
増
加
し
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
北
部
地
域
の
消
防
力
強
化
を
目
的
と

し
て
、
移
転
・
建
設
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で

す
。

　
新
し
い
北
分
署
は
、
上
今
泉
６
丁
目
に
建
設

し
ま
す
。現
在
の
北
分
署
の
西
約
500
㍍
の
位
置

で
、
北
部
公
園
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。建
設
工

事
は
今
月
下
旬
に
開
始
し
、
平
成
21
年
11
月
の

開
署
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
同
署
は
、
地
球
環
境
に
配
慮
す
る
た
め
、
太

陽
光
発
電
施
設
を
設
置
す
る
ほ
か
、
屋
上
緑
化

や
雨
水
利
用
施
設
、
風
力
・
太
陽
光
併
用
屋
外

照
明
の
設
備
を
設
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
１
階
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ト
イ
レ
や

ス
ロ
ー
プ
、
会
議
室
を
設
け
、
会
議
室
は
地
域

の
方
に
開
放
し
ま
す
。

　
な
お
、
消
防
車
両
は
、
現
在
の
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
、
高
規
格
救
急
車
に
加
え
、
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
中
高
層
建
物
の
火
災
に
迅
速
に
対
応

す
る
た
め
、15
㍍
級
は
し
ご
車
を
配
備
し
ま
す
。

　
問

　
消
防
総
務
課（
☎
231
・
５
１
５
３
）。

完成イメージ

新北分署の概要新北分署の概要

平 面 図

北
部
地
区
の

        

災
害
対
応
拠
点
に

環
境
に
配
慮
し
た
設
備

  

会
議
室
を
地
域
に
開
放

1日号

編集・発行　 海老名市役所   市長室
〒243-0492 神奈川県海老名市勝瀬175番地の1
046（231）2111㈹ 046（233）9118
http://www.city.ebina.kanagawa.jp

同センター（   237・3001）

9
「広報えびな」は、市シルバー人材センターの
会員が各家庭へ直接配布しています。お手元に
届かない場合はご連絡ください。

世帯と人口（8月1日現在） 世帯 49,737 人口126,751人 男64,479人 女62,272人

屋 上

屋上緑化

太陽光
パネル

（2階  車庫屋根）（2階
屋上緑化）

2 階

仮眠室

仮眠室トレー
ニング室

シャワー室
洗面所

トイレ

厨房・食堂 車庫屋根屋上緑化

テラス

1 階機械室

事務室

倉庫
倉庫

倉
庫

湯
沸
室

防火衣着装室
救急
消毒室

ホール
スロープ

車　庫

ト
イ
レ

会議室

（間仕切）

全国消防
イメージキャラクター

庁
舎
１
階
の
会
議
室
を
地
域
に
開
放
し
ま
す

（
　
　
　
　の
部
分
）

広報えびなが
1000号を迎えました



昭
和
31
年
12
月

第
１
号
発
行

創
刊
時
は
「
海
老
名
廣
報
」

昭
和
33
年
11
月

「
広
報
え
び
な
」
に
変
更

昭
和
47
年
８
月

第
１
０
１
号
か
ら
題
字
デ
ザ
イ
ン
定
着

昭
和
55
年
４
月

第
２
１
８
号
が

初
の
カ
ラ
ー
印
刷

平
成
19
年
４
月

第
８
６
６
号
か
ら

題
字
デ
ザ
イ
ン
変
更

平
成
24
年
11
月

第
１
０
０
０
号
発
行

昭
和
30
年
７
月

海
老
名
町
・
有
馬
村
合
併

昭
和
46
年
11
月
１
日
市
制
施
行

（
県
内
16
番
目
）

昭
和
48
年
12
月
小
田
急
・
相
鉄
線

海
老
名
駅
が
現
在
地
に
移
設

平
成
10
年
５
月
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

平
成
13
年
５
月
海
老
名
警
察
署
開
署

平
成
14
年
12
月

海
老
名
駅
東
口
自
由
通
路
完
成

平
成
22
年
２
月

海
老
名
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
供
用
開
始

平
成
23
年
１
月
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
え
び
〜
に
ゃ
」
誕
生

昭
和
50
年
８
月

相
鉄
線
か
し
わ
台
駅
（
旧
大
塚
本
町
駅
）・

さ
が
み
野
駅
開
業

昭
和
62
年
３
月

国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）

相
模
線
海
老
名
駅
開
業

昭
和
54
年
１
月
15
日
号

第
１
８
８
号

平
成
３
年

11
月
15
日
号

第
４
９
７
号

平
成
23
年

２
月
15
日
号

第
９
５
９
号

平
成
元
年
４
月
市
庁
舎
・
消
防
庁
舎
が
現
在
地
に
移
転

平
成
22
年
８
月

海
老
名
駅
駅
舎
部
自
由
通
路
完
成

昭
和
59
年

11
月
15
日
号

第
３
２
９
号

平
成
23
年
７
月

Ａ
４
判
へ
の
サ
イ
ズ
変

更
に
伴
い
題
字
も
変
更

平
成
６
年
５
月
１
日
号

第
５
５
６
号

１２３４５7 ６

　昭和31年創刊号～平成12年３月15日号（第697号）は
「広報えびな縮刷版」（市役所地下売店で発売中）で、ま
た、平成12年４月１日号（第698号）からは市ホームペー
ジでご覧ください。

問情報発信課☎（235）4574「広報えびな」発行1000号記念特集

3 広報えびな2012年11月1日号 2広報えびな2012年11月1日号

　「広報えびな」は、本号で発行1,000号を迎えま
した。創刊以来、市の取り組みや生活に必要な情
報などを半世紀以上にわたり皆さんにお伝えして
きました。これからも、まちと人をつなぐ架け橋
として、まちの姿をつづっていきます。

海老名インターチェンジ周辺（左）と
料金所（右）

開業当時の
かしわ台駅（右）と
さがみ野駅（左）

昭和30年頃の旧海老名駅駅舎

東口自由通路

駅舎部自由通路

広
報

ずっと住み続けたいまち、えびな

2011（平成23年）

第968号

17

音
色
で
楽
し
む
夏

［目次］
相模国分寺風鈴市開催
登別交流ツアー開催
夏のイベント特集
市からのお知らせ

号

「広報えびな」と海老名のあゆみ

１２５

７

６ ４

３



4広報えびな2012年11月1日号5 広報えびな2012年11月1日号

 問 駅周辺対策課☎（235）9676 問企画財政課☎（235）4634 「広報えびな」発行1000号記念特集第四次総合計画後期基本計画を策定 問情報発信課☎（235）4574

　

総
合
計
画
は
、
市
で
行
う
全
て
の
事
業
を
総
合
的
・
体
系
的
に
示
し
た
市

の
最
上
位
計
画
で
、「
快
適
に
暮
ら
す　

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
海
老
名
」
の

実
現
を
目
指
し
、
市
で
は
現
在
平
成
20
〜
29
年
度
を
期
間
と
し
た
第
四
次
総

合
計
画
を
推
進
中
で
す
。

　

総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
を
示
す
「
基
本
構
想
」
と
、
推
進

期
間
の
10
年
間
を
前
期
・
後
期
に
分
け
て
政
策
や
施
策
、
事
業
内
容
な
ど
を

示
す「
基
本
計
画
」、施
策
展
開
の
た
め
の
具
体
的
な
方
向
性
な
ど
を
示
す「
実

施
計
画
」
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、平
成
25
年
度
か
ら
始
ま
る
「
後

期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

広報アンケート結果

広報を読んでいますか？ よく読むページは？

　昨年７月１日号から、広報えびなはＡ４判にリニューアルしました。読者である市
民の皆さんが、広報えびなについてどのように感じているか、実際の声を聞いてみま
した。（アンケート総数：301）

後
期
基
本
計
画

　
基
本
的
に
は
前
期
基
本
計
画
を
継
承

し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
基
本
構
想

で
掲
げ
た
市
の
将
来
環
境
や
産
業
な
ど

の
政
策
を
分
野
ご
と
に
示
し
た
政
策
別

計
画
と
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
取
り

組
む
べ
き
事
業
を
示
し
た
地
域
別
計
画

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

集
中
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
海
老
名
市
が
今
後
も
発
展
し
て
い
く

た
め
に
は
、
市
民
一
人
一
人
が
市
に
誇

り
と
愛
着
を
持
ち
、
今
後
も
こ
の
地
に

住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

よ
う
な
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
後
期
基
本
計
画
で
は
、計
画
期
間
中
、

市
が
持
つ
魅
力
や
、
他
都
市
に
勝
る
優

位
性
を
最
大
限
に
活
か
す
た
め
、
特
に

重
要
と
な
る
取
り
組
み
を
集
中
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
位
置
づ
け
、優
先
的・

重
点
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
こ
こ

で
は
、そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

4%

2%

59%25%

9%

1%

１日号は読んでいる

15日号は読んでいる

毎号読んでいる

時々読んでいる

読んでいない

無記入

全て
特集
市からのお知らせ
各種相談
文化会館催し
子育て
図書館
市民のひろば
保健相談センター

44％

10％

1％

7％

6％

16％

3％ 10％

3％

ア
ン
ケ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●えび～にゃグッズの特集をやって欲しい！

●サークルなどの情報が多くなったのは良いと思います。

●Ａ4になってから、毎号ファイルしています。

●読みやすくなってうれしいです。変えていくってできるんですね。

●分かりやすく、大きな文字で読みやすくなった。写真もきれいです。

●表紙の写真が、次はなに？と毎号楽しみです。

●地域のお店の特集などがあるといい。

●子どもがいるので、公園情報をもっと知りたいです。

●15日号裏面のカレンダーが役に立っています。

●15日号の表紙もカラーだといい。

●立派になったのはいいのですが、お金のかけすぎでは…と気になります。

●地区ごとの情報がもっとあったらいいなと思います。

●以前より読みにくくなった。広告はどうかと思う。

●月1回の発行でいいのでは？

基本
理念

将来
都市像

具体的な事業、方向性

政策別
計画

地域別
計画

行政
経営の
基本
目標

まちづ
くりの
基本
目標

基本計画

基
本
構
想

基
本
計
画

実
施
計
画

自由意見
～広報に対するご意見・ご要望など～

　より分かりやすく、読みやすい広報誌とするためには、読者の皆さんの声が不可欠です。
今後も皆さんの声を反映させながら、広報制作を行っていきたいと考えています。広報え
びなに関するご意見やご感想をお待ちしています。

「
あ
な
た
が
選
ぶ
Ａ
４
判
表
紙
№
１
」

ア
ン
ケ
ー
ト
で
第
１
位
だ
っ
た
の
は

こ
ち
ら
！

平
成
23
年
11
月
１
日
号
で
し
た
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
実
現
に
む
け
て
〜
第
二
章
の
幕
明
け
〜

◆
市
役
所
地
下
売
店
で
販
売
中

　

第
四
次
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
書
は
、
市
役
所
地
下
売
店

に
て
１
冊
１
６
０
０
円
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

第
四
次
総
合
計
画
　
後
期
基
本
計
画
を
策
定

▲海老名駅西口土地区画整理予定地
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◆
安
全
・
安
心
快
適
居
住
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　
防
災
や
安
全
対
策
な
ど
の
強
化
、
環

境
保
全
・
公
衆
衛
生
の
向
上
、
都
市
基

盤
整
備
の
推
進
に
よ
り
、
快
適
な
都
市

空
間
を
創
出
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
形
成
し
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●
空
き
地
・
空
き
家
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定

●
防
災
協
力
農
地
制
度
の
創
設

●
ご
み
の
戸
別
収
集
実
験
の
実
施
・
検

証◆
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　
都
市
基
盤
整
備
の
推
進
や
企
業
立
地

を
促
進
す
る
ほ
か
、
地
元
商
店
な
ど
の

活
性
化
や
、
憩
い
・
や
す
ら
ぎ
を
与
え

る
公
園
整
備
に
よ
り
、
市
民
だ
け
で
は

な
く
多
く
の
来
街
者
に
よ
り
、
に
ぎ
わ

い
を
創
出
し
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●
海
老
名
駅
自
由
通
路
整
備

●
企
業
立
地
の
促
進

●
幹
線
・
準
幹
線
道
路
の
整
備

◆
新
市
街
地
形
成
促
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

　
快
適
な
都
市
空
間
を
目
指
し
、
海
老

名
の
新
し
い
顔
と
な
る
機
能
的
で
ま
と

ま
り
の
あ
る
新
市
街
地
の
形
成
を
図
り

ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●
海
老
名
駅
西
口
土
地
区
画
整
理

●
新
市
街
地
（
海
老
名
運
動
公
園
周
辺

お
よ
び
本
郷
・
門
沢
橋
地
区
）
の
整
備

促
進

●
厚
木
駅
周
辺
整
備

◆
誰
も
が
い
き
い
き
健
や
か
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
、
そ
の

人
に
応
じ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
享
受

で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
誰
も
が
の
び
の
び
と
健
や
か
に
生

活
が
送
れ
る
環
境
を
形
成
し
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

の
創
設

●
ス
ポ
ー
ツ
健
康
推
進
計
画
の
推
進

●「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
ラ
ン
・
タ
ウ
ン

え
び
な
」
歩
道
の
整
備

◆
育
て
る
支
援
・
学
び
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　
学
校
、家
庭
、地
域
の
連
携
に
よ
り
、

子
ど
も
達
を
地
域
全
体
で
支
え
る
と
と

も
に
、
教
育
施
設
や
教
育
指
導
体
制
の

充
実
な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
一
人
一
人

が
学
び
、
遊
ぶ
環
境
を
形
成
し
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

●
児
童
生
徒
数
の
変
動
に
応
じ
た
学
校

適
正
配
置
の
検
討

●
小
・
中
学
校
体
育
館
へ
の
冷
暖
房
設

備
設
置

◆
市
民
活
動
と
生
涯
学
習
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
自
治
基
本
条
例
、
市
民
参
加
条
例
お

よ
び
市
民
活
動
推
進
条
例
の
理
念
に
基

づ
き
、
各
種
市
民
活
動
を
支
援
す
る
ほ

か
、
地
域
住
民
の
連
携
の
場
、
自
主
的

な
活
動
の
場
、
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

の
場
を
幅
広
く
提
供
し
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●
相
模
川
海
老
名
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

●
市
内
各
コ
ミ
セ
ン
の
改
修

●
（
仮
称
）
市
民
活
動
支
援
施
設
の
建

設
と
運
営

問企画財政課☎（235）4634第四次総合計画後期基本計画を策定

集
中
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆安全・安心快適居住プロジェクト
◆まちのにぎわい創出プロジェクト
◆新市街地形成促進プロジェクト
◆誰もがいきいき健やかプロジェクト
◆育てる支援・学び応援プロジェクト
◆市民活動と生涯学習推進プロジェクト

民間企業
駅間開発地区

民間企業
駅間開発地区

ＪＲ相模線・海老名駅ＪＲ相模線・海老名駅

駅間部駅間部駅間部

（仮称）市民活動支援施設イメージ図

P・D・C・Aサイクルを活用した行政運営

　市では、健全な行政運営のため、P（プラン：計画）・D（ドゥ：
実施）・C（チェック：評価）・A（アクション：改善）を効
果的に運用しています。第四次総合計画後期基本計画におい
ても、このPDCAサイクルの活用にあたって、必要な改善
を行いながら毎年見直しを進めていきます。

　市の行政評価は、事業を所管する課などが行う担当部課評
価、各部などの次長で構成される行財政改革推進委員会が行
う内部評価、市が実施する行政評価を第三者の市民の目線で
再評価する機関の外部評価委員会が行う外部評価の３手法で
行っています。
　平成23年度実施計画事業（第四次総合計画の約400事業）では、全事業での担当部課評価を、この
うち47事業で内部評価、27事業で外部評価を実施しました。行政評価の結果は、市ホームページま
たは図書館および市役所１階の情報公開コーナーでご確認ください。

◆外部評価委員会とは
　学識経験者や公募市民など、12人で構成されています。同委員会では、行政側で気付かない課題
や事業の必要性、効果や改善などへの提案や行政評価制度そのものについての助言を行っています。 ▲海老名駅自由通路（駅間部）整備イメージ



8広報えびな2012年11月1日号広報えびな2012年11月1日号9

市では現在、５つのお財布（会計）に分けて家計を管理しています。

今回は、一般会計の家計簿を掲載しており、その他の４つの特別会計
を「子ども」と表現しています。

【収入】「親からの仕送り」と「家の増改築のためのローン借り入れ」が少な
いことです。「給料」など他の収入源でまかなえているため、「親からの仕送
り」をあまり受けず、借金も少なくすんでいます。
【支出】「ローン返済」が少なく、「家の増改築費」が多いことです。市民１
人あたりの借金残高が、県内（政令市を除く16市中）で一番少なく、また、
積極的に道路の整備や公共施設の大規模改修などのまちづくりを推進してい
るためです。
【生活資金ローン】多くの市では、生活資金のためのローン（臨時財政対策
債の発行）を組んでいますが、海老名市は組まずにやりくりをしています。

一般会計
国民健康保険事業特別会計
下水道事業特別会計
介護保険事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計

子どものお財布

問企画財政課☎（235）8453海老名市のお財布事情

海老名市のお財布事情
　市では毎年、財政状況を公表し、皆さんが納めた税金がどのように使われているかお知らせして
います。今回は、財政状況とその変化を身近に感じてもらうために、平成23年度と平成13年度の
一般会計決算額を、年収500万円の家庭の家計簿に換算してみました（※）。
※一般的な家計簿の分類と市の予算の分類は、内容が完全に一致するものではありません。

（平成13年度）

331万円
247万円
84万円
4万円
25万円
4万円
6万円
15万円
32万円
417万円

（平成23年度）

400万円
257万円
143万円
23万円
26万円
4万円
0万円
25万円
22万円
500万円合計

給料

　うち基本給（市税）

　うち諸手当（国県支出金・地方譲与税・交付金）

貯金の取り崩し（繰入金）

家賃収入（分担金・負担金・使用料・手数料　　　　　　　・財産収入・寄附金・諸収入）

親からの仕送り（地方交付税）

生活資金のためのローン借り入れ（臨時財政対策債）

家の増改築のためのローン借り入れ（市債）

前年度からの繰り越し（繰越金）

収入（平成13年度）

96万円
28万円
36万円
104万円
77万円
34万円
375万円

（平成23年度）

90万円
105万円
31万円
136万円
87万円
34万円
483万円合計

※収入との差額は、次年度への繰り越しになります。

食費（人件費）

医療費（扶助費）

ローン返済（公債費）
光熱費・教育費など
その他生活費

家の増改築費（普通建設事業費）

子どもへの仕送り（他会計への繰出金）

（物件費・維持補修費
   ・積立金・補助費等）

支出

家の増改築費（普通建設事業費）でできたこと

～いざという時に備えて～
大型防災備蓄倉庫完成

～より高い利用者満足のために～
文化会館大規模改修

　東日本大震災の教訓を踏まえ、災害発生
時に速やかに対応できるよう、北部地区に
大型防災備蓄倉庫を建設しました。今後、
中部地区、南部地区にも建設します。

　「やさしさ」「安心」「やすらぎ」「エコロ
ジー」「アメニティ」をコンセプトに、文
化会館を全面リニューアルしました。
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500万円

400万円

300万円

200万円

100万円

0円

平成13年度 平成23年度

子どもへの仕送り
（他会計への繰出金）

家の増改築費
（普通建設事業費）

光熱費・教育費など
その他生活費
（物件費・維持補修費他）

ローン返済
（公債費）

医療費
（扶助費）

食費
（人件費）

375万円

96万円

28万円
36万円

104万円

77万円

34万円

483万円

105万円

90万円

31万円

136万円

87万円

34万円

支出
10年前とは、どう変わった？

　食費とローン返済は減少しています
が、医療費が大幅に増加しています。
　医療費の多くは制度として支出が義務
づけられており、内容の見直しが柔軟に
できる家の増改築費とは違い、節約が難
しい経費です。
　食費・医療費・ローン返済が増加する
と、自由に使えるお金が減ってしまうた
め、今後も注視が必要です。

　多額の費用がかかる公共施設や道路などを建設するとき、市は長期のローン
（市債の発行）を組んでいます。ローンを組まないで建設をすると、建設時の
市民の負担が大きくなるほか、その影響でほかのサービスの低下をまねいてし
まう可能性もあります。そこで、建設費用を将来にわたって分割して返済をし
ていくことで、その施設を使う「次世代の市民」と「建設当時の市民」との間
に不公平が生じないようにしています。

　毎年、財政健全化法に基づき、お財布の健康診断をしています。５つに分かれている全てのお財布
の中身、借金や貯金の状況などが判断材料になります。財政健全化法では、「早期健全化基準」を超
えると「経過観察」＝「黄信号」とされ、「財政再生基準」を超えると「要治療」＝「赤信号」と判
断されます。平成23年度の健康診断の結果、海老名市は早期健全化基準を大きく下回り、「健康状態
良好」と診断されました。

問企画財政課☎（235）8453海老名市のお財布事情

10年前とは、どう変わったの？年収500万円の家計に例えると
どのくらい貯金と借金があるの？

500万円

400万円

300万円

200万円

100万円

0円

平成13年度

前年度からの繰り越し
（繰越金）

生活資金のためのローン借り入れ（臨時財政対策債）平成13年度：６万円、平成23年度：０円

平成23年度

417万円

500万円

家の増改築のためのローン借り入れ
（市債）

親からの仕送り
（地方交付税）

諸手当
（国県支出金他）

基本給
（市税）

家賃収入
（分担金・負担金他）

貯金の取り崩し
（繰入金）

32万円
15万円
25万円

23万円
26万円
25万円
22万円

４万円

84万円

247万円

257万円

143万円

４万円４万円

収入

100万円

75万円

50万円

25万円

0円

平成13年度 平成23年度

400万円

300万円

200万円

100万円

0円

平成13年度 平成23年度

59万円
307万円

91万円
270万円

32万円
増えました

37万円
減りました 貯金が増えて、

借金は減りました

貯金 借金

どうして借金をするの？ ～市債を発行する理由～

お財布の健康診断をしました！

どうして収入が増えたの？

収入はこれからも増えていくの？

医療費（扶助費）が増えているのはなぜ？

　子ども手当や生活保護費の支給など、
国や県から諸手当をもらう事業が増えた
ことが、最も大きな要因です。

　収入の大半を占める基本給（市税）は、
10年前と比較すると増加していますが、
景気低迷や少子高齢社会の進行により平
成20年度から４年連続で減少しており、
今後も厳しい状況が予想されます。

　医療費のうち、子どもに関するものは
約４倍、障がい者と生活保護に関するも
のは約３倍増加しました。社会情勢の変
化や国の社会保障制度の改訂が要因と考
えられます。

借金をする

理由

　　　　　　検　査　項　目

一般会計の赤字の割合（実質赤字比率）

すべての会計の赤字の割合（連結実質赤字比率）

年間の借金返済額の割合（実質公債費比率）

将来負担する見込みの負債の割合（将来負担比率）

検査結果

赤字はありません

赤字はありません

1.0%

算定されませんでした

黄信号
（早期健全化基準）

12.32%

17.32%

25%

350%

赤信号
（財政再生基準）

20％

35%

35%
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農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
10
月
１
日
か
ら
新
し
い
農
業
委
員

が
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
27

年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
な
お
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
会
長
に

青
木
賢
一
氏
、
会
長
職
務
代
理
に
、
松

本
孝
夫
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
農
業

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略・

順
不
同
）

▼
田
野
口
孝
志
（
柏
ケ
谷
）

▼
池
亀　
健
（
本
郷
）

▼
青
木
賢
一
（
門
沢
橋
）

▼
田
邉
伸
夫
（
国
分
）

▼
鶴
指
眞
澄
（
社
家
）

▼
落
合
宗
任
（
社
家
）

▼
碓
井
雅
巳
（
上
郷
）

▼
橋
本
信
行
（
中
河
内
）

▼
松
本
孝
夫
（
今
里
）

▼
加
藤　
晃
（
上
郷
）

▼
市
川
洋
一
（
大
谷
）

▼
鴨
志
田　
衛
（
本
郷
）

▼
鈴
木　
守
（
大
谷
）

▼
瀬
戸
正
己
（
河
原
口
）

▼
塩
脇　
勉
（
下
今
泉
）

▼
牛
村　
功
（
中
野
）

▼
古
泉　
清
（
上
河
内
）

▼
加
藤
忠
晴
（
上
今
泉
）

▼
大
島
政
光
（
中
新
田
）

▼
大
塚
泰
生
（
杉
久
保
）

　
市
内
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
、

「
平
成
24
年
度
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▼
市
長
特
別
賞　
久
米
悠
生
（
有
鹿
小

１
年
）「
き
も
ち
を
い
ろ
に
し
て
み
よ

う　
ど
ん
な
い
ろ
か
な
10
の
き
も
ち
」

▼
市
長
特
別
賞　
海
塩
希
玖
（
大
谷
小

３
年
）「
ふ
や
そ
う　

グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
‼
」

【
小
学
校
１
・
２
年
生
の
部
】
▼
市
長

賞　

砂
川
詩
羽
（
海
老
名
１
年
）「
べ

ん
き
ょ
う
は
す
き
？
」　

▼
教
育
長
賞　

伊
藤
美
瑠
（
上
星
２
年
）「
じ
し
ゃ
く

の
力
を
し
ら
べ
よ
う
」　
【
小
学
校
３
・

４
年
生
の
部
】
▼
市
長
賞　
松
田
海
翔

（
今
泉
４
年
）「
わ
が
家
の
か
し
こ
い
節

電
！
」　
▼
教
育
長
賞　
伊
藤
観
月（
海

老
名
４
年
）「
海
老
名
の
こ
と
お
し
え

て
」【
小
学
校
５
・
６
年
生
の
部
】
▼

市
長
賞　
朝
倉
智
香（
社
家
５
年
）「
日

本
の
電
力
需
給　
節
電
し
た
ね
！
今
年

の
夏
」　
▼
教
育
長
賞　
有
浦
梨
花（
海

老
名
５
年
）「
知
り
た
い
！
み
ん
な
の

ね
て
い
る
時
間
」　
【
中
学
生
の
部
】
▼

市
長
賞　
森
安　
翔（
今
泉
１
年
）「
集

中
豪
雨
の
恐
怖
」　

▼
教
育
長
賞　

該

当
者
な
し
【
パ
ソ
コ
ン
の
部
】
▼
市
長

賞　

石
田
大
樹
（
大
谷
５
年
）「
日
本

人
は
長
生
き
だ
‼
〜
日
本
の
平
均
寿

命
〜
」　
▼
教
育
長
賞　
能
條
勇
人（
中

新
田
５
年
）「
海
老
名
の
農
業
を
も
っ

と
さ
か
ん
に
し
よ
う
」

県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

【
第
１
部
（
小
学
校
１
・
２
年
）】

▼
神
奈
川
県
知
事
賞

▼
か
な
が
わ
デ
ザ
イ
ン
機
構
特
別
賞　

久
米
悠
生
（
有
鹿
小
１
年
）「
き
も
ち

を
い
ろ
に
し
て
み
よ
う　
ど
ん
な
い
ろ

か
な
10
の
き
も
ち
」

【
第
２
部
（
小
学
校
３
・
４
年
）】

▼
佳
作　
海
塩
希
玖
（
大
谷
小
３
年
）

「
ふ
や
そ
う　
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
‼
」

問
農
業
委
員
会
事
務
局
☎（
2
3
5
）4
9
0
7

問
Ｉ
Ｔ
推
進
課
☎（
2
3
5
）4
6
9
8

問
予
防
課
☎（
2
3
1
）0
9
4
8

平
成
24
年
度
海
老
名
市
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

農
業
委
員
会
委
員
に
20
氏
が
就
任

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
最
優
秀
賞
】
▼
男
子
チ
ー
ム　

日
立

ビ
ア
メ
カ
ニ
ク
ス
㈱　
▼
女
子
チ
ー
ム　

日
立
ビ
ア
メ
カ
ニ
ク
ス
㈱

【
優
秀
賞
】
▼
男
子
チ
ー
ム　

も
の
み

の
塔
聖
書
冊
子
協
会
、
㈱
パ
ブ
コ　
▼

女
子
チ
ー
ム　
海
老
名
市
役
所
、
自
動

車
部
品
工
業
㈱

【
個
人
賞
】
▼
指
揮
者　

ビ
ナ
ウ
ォ
ー

ク
・
彦
坂　

進
（
男
子
）、
日
立
ビ
ア

メ
カ
ニ
ク
ス
㈱
・
吉
澤
真
美
（
女
子
）　

▼
１
番
員　

日
立
ビ
ア
メ
カ
ニ
ク
ス

㈱
・
鈴
木
輝
彦
（
男
子
）、
日
立
ビ
ア

メ
カ
ニ
ク
ス
㈱
・
薄
葉
真
珠
（
女
子
）　

▼
２
番
員　
も
の
み
の
塔
聖
書
冊
子
協

会
・
岡
本
誉
功
（
男
子
）、
日
立
ビ
ア

メ
カ
ニ
ク
ス
㈱・山
田
か
す
み
（
女
子
）

　
市
内
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
、

「
平
成
24
年
度
非
行
防
止
啓
発
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」（
応
募
１
０
４
作

品
）
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
小
学
生
の
部
】

▼
最
優
秀
賞　
大
久
保
彰
洋
（
有
鹿
６

年
）

▼
優
秀
賞　
國
見
朋
花
（
杉
本
５
年
）、

小
林
美
羽（
有
鹿
６
年
）、外
山
千
絵（
中

新
田
６
年
）、原　
綾
華
（
有
鹿
６
年
）、

吉
野
紗
来
（
大
谷
５
年
）

【
中
学
生
の
部
】

▼
最
優
秀
賞　
吉
田　
葵
（
海
老
名
３

年
）

▼
優
秀
賞　
井
上
舞
花（
海
老
名
３
年
）、

奥
村　

繭
（
海
老
名
３
年
）、
久
保
晨

暉
（
海
老
名
３
年
）、
中
井
泉
美
（
海

老
名
３
年
）、山
谷
賢
典（
海
老
名
３
年
）

問
教
育
指
導
課
☎（
2
3
4
）8
7
6
4

第
24
回
市
屋
内
消
火
栓

操
法
大
会
結
果

平
成
24
年
度
非
行
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー

入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

大久保彰洋さん（有鹿小６年）の作品

　入賞者の表彰は、11月
10日㈯の「家庭と地域の
教育を考えるつどい」の
会場で行います。また、
11月３日㈯㈷～４日㈰
に、文化会館で行われる
海老名市民文化祭で全応
募作品を展示します。

応募・入賞作品を展示
　11月16日㈮～22日㈭８時30分～17
時15分（閉庁日を含む。最終日は12
時まで）に、市役所１階エントラン
スホールで応募・入賞作品（他市町
村分を含む）を展示します。

吉
田　

葵
さ
ん
（
海
老
名
中
３
年
）
の
作
品

「きもちをいろにしてみよう　ど
んないろかな10のきもち」久米悠
生さん（有鹿小１年）の作品

「ふやそう　グリーンカーテン‼」
海塩希玖さん（大谷小３年）の作品
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市
内
の
交
通
安
全
と
交
通
事
故
防

止
、
犯
罪
防
止
に
貢
献
し
た
個
人
お
よ

び
団
体
と
、
交
通
安
全
・
防
犯
に
関
す

る
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
標
語
の
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◆
交
通
安
全
功
労
者

【
団
体
】　
海
老
名
市
交
通
安
全
協
会
国

分
支
部

【
個
人
】　
高
橋
利
明
、
岡
本
友
司
、
小

野
光
正
、
間
瀬
英
吉
郎
、
井
手
克
二
、

関
塚
雅
博
、
金
指
𠮷
雄
、
和
田
輝
夫
、

中
島　
剛
、
鴫
原
務
志
、
小
林
一
男
、

鹿
又
和
美

◆
防
犯
功
労
者

【
個
人
】　
山
本　
准
、
遊
部
裕
司
、
若

松
愼
一
、
大
徳
芳
子
、
溝
呂
木
敬
子
、

川
島
芙
美
枝
、深
澤
春
美
、前
田
正
三
、

亀
子　
昻
、
福
田
耕
作
、
荒
井
八
三
、

池
上

枝
、
田
中
絹
枝
、
鈴
木　
博
、

千
葉
直
喜
、　
早
坂
悦
子

【
団
体
】　
国
分
寺
台
五
丁
目
自
治
会
防

犯
組
織
、
西
山
測
量
株
式
会
社
、
読
売

セ
ン
タ
ー
海
老
名
海
央
株
式
会
社
、
読

売
セ
ン
タ
ー
海
老
名
東
部

◆
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

【
低
学
年
の
部
】

▼
金
賞　
横
田
彩
未
（
中
新
田
２
年
）

▼
銀
賞　
伊
勢
田
は
な
か
（
門
沢
橋
１

年
）、
松
政
拓
希
（
大
谷
２
年
）

▼
銅
賞　
功
刀
大
夢
（
中
新
田
１
年
）、

井
筒
心
実
（
中
新
田
２
年
）、
大
野
泰

河
（
柏
ケ
谷
２
年
）、
寺
島
和
輝
（
杉

本
１
年
）

【
中
学
年
の
部
】

▼
金
賞　
渡
辺
侑
亜
（
杉
本
４
年
）

▼
銀
賞　
石
田
夏
果
（
杉
本
４
年
）、

加
藤　
怜
（
上
星
３
年
）

▼
銅
賞　

野
田
杏
子
（
上
星
３
年
）、

中
村
海
月（
今
泉
３
年
）、内
田
奈
緒（
有

鹿
３
年
）、
春
日
井
悠
莉
（
社
家
４
年
）

【
高
学
年
の
部
】

▼
金
賞　
長
田
芽
萌
（
上
星
５
年
）

▼
銀
賞　

小
林
美
波
（
今
泉
６
年
）、

飯
山
あ
さ
ひ
（
杉
本
５
年
）

▼
銅
賞　
三
浦
す
み
れ
（
上
星
５
年
）、

谷
中　
凜（
上
星
６
年
）、丸
橋
朝
恵（
杉

本
６
年
）、
柳
田
尚
人
（
海
老
名
５
年
）

◆
防
犯
ポ
ス
タ
ー

【
低
学
年
の
部
】

▼
金
賞　
与
倉
知
之
（
今
泉
２
年
）

▼
銀
賞　

城
代
朔
丞
（
社
家
２
年
）、

齋
藤　
結
（
柏
ケ
谷
２
年
）

▼
銅
賞　

加
藤
実
玖
（
上
星
１
年
）、

海
蒼
士
（
門
沢
橋
１
年
）、
森　

心

菜
（
有
馬
２
年
）、
加
藤　

慶
（
上
星

１
年
）

【
中
学
年
の
部
】

▼
金
賞　
高
石
偲
穂
里
（
有
鹿
３
年
）

▼
銀
賞　
松
本
律
叡
（
海
老
名
４
年
）、

古
畑　
響
（
今
泉
４
年
）

▼
銅
賞　

渡
邉
菜
花
（
有
馬
４
年
）、

問
地
域
自
治
推
進
課
☎（
2
3
5
）4
7
8
9

平
成
24
年
度
交
通
安
全
・
防
犯
功
労
者
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
と
標
語

入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

10月21日に開催した「えびな安全・安心フェ
スティバル」で、表彰式を行いました

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
受
賞
ポ
ス

タ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　市役所1階エントランスホー
ルを会場に、応募全685作品を
学校別に展示します。なお、展
示の日程は下記のとおりとなり
ますが、入選作品は期間中展示
します。ぜひ、ご来場ください。
【11月５日㈪13時～９日㈮12時】
東柏ケ谷小学校・柏ケ谷小学校・
上星小学校・今泉小学校・有鹿
小学校・杉本小学校
【11月12日㈪８時30分～15日㈭
17時15分】
海老名小学校・大谷小学校・中
新田小学校・社家小学校・杉久
保小学校・有馬小学校・門沢橋
小学校・今泉中学校・海老名中
学校・有馬中学校

遠
藤
桃
香（
有
馬
４
年
）、長
嶋
桜
子（
杉

本
４
年
）、
佐
藤
拓
実
（
柏
ケ
谷
４
年
）

【
高
学
年
の
部
】

▼
金
賞　
石
川　
舞
（
今
泉
５
年
）

▼
銀
賞　

丸
橋
朝
恵
（
杉
本
６
年
）、

小
栁
利
樹
（
上
星
５
年
）

▼
銅
賞　

相　

星
来
（
上
星
５
年
）、

三
嶋
爽
嗣
（
柏
ケ
谷
６
年
）、
鈴
木
沙

弥
（
杉
本
５
年
）、
平
岡
亜
依
（
今
泉

６
年
）

◆
交
通
安
全
標
語

▼
金
賞　
「
ゆ
と
り
か
ら　

生
ま
れ
る

安
全　
人
・
く
る
ま
」
川
口
一
壽
（
大

谷
南
）

▼
銀
賞　
「
気
を
つ
け
て　

妻
子
が　

ま
っ
て
る　
帰
り
道
」
王
子
秀
男
（
国

分
南
）

◆
防
犯
標
語

▼
金
賞　
「
子
の
悲
劇　

未
然
に
防
ぐ　

親
子
の
会
話
」
川
口
一
壽
（
大
谷
南
）

▼
銀
賞　
「
安
心
な　

海
老
名
は
声
か

け　
心
か
け
」小
野
寺
君
江（
河
原
口
）

　
「
平
成
24
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー
」（
応

募
６
８
５
作
品
〈
小
学
生
６
６
８
点
・

中
学
生
17
点
〉）
の
市
長
表
彰
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
小
学
１
年
生
の
部
】

石
田
涼
菜（
杉
本
）、加
藤　
慶（
上
星
）、

加
藤
実
玖
（
上
星
）

【
小
学
２
年
生
の
部
】

大
理
瑞
月（
大
谷
）、河
井
椰
子（
有
鹿
）、

山
口
翔
平
（
上
星
）、
綿
引
星
南
（
杉

久
保
）

【
小
学
３
年
生
の
部
】

高
石
偲
穂
里
（
有
鹿
）、新
倉
萌
香
（
杉

本
）、
本
多
小
桜
（
今
泉
）

【
小
学
４
年
生
の
部
】

東　
泰
広（
杉
本
）、石
田
夏
果（
杉
本
）、

大
森
優
月
（
海
老
名
）、西
條
千
春
（
杉

本
）

【
小
学
５
年
生
の
部
】

飯
山
あ
さ
ひ
（
杉
本
）、國
見
朋
花
（
杉

本
）、
鈴
木
涼
真
（
杉
本
）、
德
田　
翼

（
上
星
）、
福
士
裕
也
（
上
星
）、
松
本

有
里
菜（
杉
本
）、柳
田
尚
人（
海
老
名
）

【
小
学
６
年
生
の
部
】

西
條
友
太（
杉
本
）、種
瀬　
栞（
有
馬
）、

半
澤
華
苗（
海
老
名
）、藤
掛
み
ゅ
う（
上

星
）、
牧
野
い
づ
み
（
上
星
）、
丸
橋
朝

恵
（
杉
本
）、
八
木
ま
ほ
ろ
（
上
星
）

【
中
学
生
の
部
】

荻
野
柚
季
（
海
老
名
３
年
）、
黄
金
井

一
輝（
海
老
名
３
年
）、佐
々
木　
塁（
海

老
名
３
年
）、
佐
藤
瑠
里
（
海
老
名
３

年
）、
田
邊
詩
織
（
海
老
名
３
年
）、
中

村
佳
介（
海
老
名
３
年
）、見
留
裕
貴（
海

老
名
３
年
）

問
予
防
課
☎（
2
3
1
）0
9
6
8

平
成
24
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー

入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

　
市
で
は
、
11
月
１
日
か
ら
防
災
カ
メ

ラ
の
運
用
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
メ
ラ
は
、
市
と
株
式
会
社
リ

コ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
（
下
今

泉
）
と
の
間
で
結
ん
だ
「
防
災
情
報
設

備
に
係
る
施
設
の
使
用
に
関
す
る
協

定
」
に
基
づ
き
、
同
セ
ン
タ
ー
屋
上
に

設
置
し
た
も
の
で
、
市
内
の
約
70
㌫
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、
発
生
箇
所
周
辺

の
様
子
な
ど
を
、
市
と
消
防
本
部
の
モ

ニ
タ
ー
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
、
よ
り
一
層
迅
速
な
対
応

を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
常
時
に
は
、
市
防
災
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
市
内
の
様
子
が
分
か
る

映
像
を
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
課
☎（
2
3
5
）4
7
9
0

安
全
・
安
心
の
た
め
に　

ま
ち
を
見
守
る
防
災
カ
メ
ラ

11
月
１
日
か
ら
運
用
を
始
め
ま
し
た

防災カメラから見た県立相模三川公
園方面の眺め

～応募全作品を展示します～

防火ポスター展
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冬
休
み
に
２
頭
の
ポ
ニ
ー
、
エ
ビ
ー

と
ビ
ー
ナ
の
お
世
話
体
験
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
？　
こ
れ
で
君
も
ポ
ニ
ー
と
お

友
達
！
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
12
月
26
日
㈬
・
27
日
㈭
・
28

日
㈮
・
平
成
25
年
１
月
４
日
㈮
・
７
日

㈪
９
時
〜
11
時
30
分
（
希
望
日
１
日
選

択
制
）

▼
会
場　
海
老
名
運
動
公
園
内
ポ
ニ
ー

広
場

▼
対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生

▼
定
員　
各
日
10
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
、
他
の
日
に
振
り
替
え
）

▼
費
用　
５
０
０
円（
参
加
記
念
品
代
）

▼
申
し
込
み　
は
が
き
に
、
住
所
・
氏

名
・
電
話
・
学
年
・
希
望
日
（
第
３
希

望
ま
で
）
を
明
記
し
、
〒
２
４
３

－

０

４
９
２
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
。
11
月
15

日
㈭
必
着
。
フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け
付
け

ま
す
。
直
接
の
場
合
は
、
市
役
所
同
課

ま
た
は
海
老
名
運
動
公
園
ポ
ニ
ー
広
場

へ
。

　
農
産
物
品
評
会
展
示
品
の
即
売
会
や
、

地
場
産
の
新
鮮
野
菜
、
花
き
の
直
売
の

ほ
か
、
卵
つ
か
み
取
り
や
お
米
の
す
く

い
取
り
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
11
月
18
日
㈰
９
時
〜
13
時
30

分▼
会
場　
市
役
所
南
側
駐
車
場

　
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
運
営

や
設
備
な
ど
の
基
準
に
つ
い
て
市
の
条

例
を
定
め
る
た
め
、
基
準
と
な
る
骨
子

案
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
骨
子
案
に

対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、

骨
子
案
な
ど
は
、
高
齢
介
護
課
で
配
布

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
し
て
い
ま
す
。
意
見
記
入
書
に

つ
い
て
は
、
任
意
の
書
式
と
し
ま
す
。

▼
期
間　
11
月
１
日
㈭
〜
20
日
㈫

▼
そ
の
他　
匿
名
や
電
話
で
の
応
募
は

で
き
ま
せ
ん
。

▼
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
で
高
齢
介
護
課
へ
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
受
け
付
け
可
。

広
報
の
文
字
が
見
え
に
く
い
方
に
お
送
り
し
ま
す
。

問
障
が
い
福
祉
課
☎（
2
3
5
）4
8
1
3

広
報
え
び
な

点
字
版
・
音
声
版

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎（
2
3
5
）4
9
2
7

薨（
2
3
3
）9
1
1
8

ポ
ニ
ー
と
仲
良
し
！

冬
休
み
ポ
ニ
ー
ふ
れ
あ
い
教
室
参
加
者
募
集

問
海
老
名
ふ
れ
あ
い
農
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会
☎（
2
3
1
）1
7
7
1

地
元
の
味
を
味
わ
お
う
！

第
３
回
海
老
名
ふ
れ
あ
い
農
業
ま
つ
り

問
高
齢
介
護
課
☎（
2
3
5
）4
9
5
2

　
薨（
2
3
1
）0
5
1
3

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

〜
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
制
定
〜

　
日
本
の
伝
統
的
な
凧
で
あ
る
、和
凧
。

竹
の
骨
組
み
に
和
紙
を
貼
っ
た
、
３
尺

（
90
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
正
方
形
凧

を
作
り
ま
す
。
丁
寧
に
指
導
し
て
も
ら

え
る
の
で
、
和
凧
作
り
初
心
者
で
も
安

心
で
す
。

　
教
室
で
作
っ
た
凧
を
、
年
明
け
の
え

び
な
凧
揚
げ
ま
つ
り（
通
称
：
え
び
凧
）

で
、
実
際
に
揚
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　
12
月
２
日
㈰
ま
た
は
９
日
㈰

の
ど
ち
ら
か
１
日
、
９
時
30
分
〜
15
時

▼
会
場　
市
役
所
４
０
１
会
議
室

▼
対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▼
定
員　
１
日
あ
た
り
40
組

▼
費
用　
５
０
０
円
（
１
組
）

▼
主
催　
え
び
な
凧
揚
げ
ま
つ
り
実
行

委
員
会

▼
申
し
込
み　
直
接
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ

課
へ
。
申
し
込
み
時
に
和
紙
を
渡
す
の

で
、同
課
窓
口
受
付
の
み
と
な
り
ま
す
。

（
教
室
開
催
日
ま
で
に
、
好
き
な
絵
な

ど
を
描
い
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。）

　
１
０
０
年
前
、
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ

の
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
桜
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
の
ほ
と
り
に
植
え

ら
れ
た
桜
は
、
現
在
で
は
桜
の
名
所
と

し
て
多
く
の
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
桜
寄
贈

１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
、
ワ
シ
ン
ト

ン
か
ら
里
帰
り
し
た
桜
の
１
本
が
本
市

に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
桜

の
記
念
植
樹
を
行
い
ま
す
。
今
後
の
海

老
名
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
、
多
く

の
方
に
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
な
お
当
日
は
、
森
の
楽
校
開
校
式
や

白
井
貴
子
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
な
ど
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
11
月
23
日
㈮
㈷
10
時
〜

▼
会
場　
市
役
所
南
側
芝
生
広
場

▼
そ
の
他　
緑
化
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
花

と
み
ど
り
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
、
統
計

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
同
会
場

で
９
時
30
分
か
ら
実
施
し
ま
す
。

便
利
で
す
！

「
え
び
な
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」

登
録
は psc2.i@

fofa.jp 

あ
て
空
メ
ー
ル
を

送
信
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

Ｉ
Ｔ
推
進
課
へ
。

問
環
境
み
ど
り
課
☎（
2
3
5
）4
9
1
3

海
老
名
の
緑
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

「
日
米
桜
交
流
１
０
０
周
年
記
念
」

〜
里
帰
り
の
桜
お
披
露
目
植
樹
式
〜

ご参加
ください

桜イメージ

▲昨年の様子

白井貴子さん

森
の
楽
校
と
は
…

　

12
万
５
０
０
０
本
の
植
樹
を
行
っ

て
き
た
え
び
な
の
森
創
造
事
業
を
受

け
継
ぐ
市
民
組
織
。
こ
れ
ま
で
植
え

て
き
た
木
々
の
維
持
管
理
や
、
拠
点

地
と
な
る
三
日
月
地
（
中
新
田
鍛
冶

返
線
）
の
緑
地
整
備
な
ど
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎（
2
3
5
）4
7
9
7

作
っ
て
み
よ
う
！
「
え
び
凧
」
和
凧
教
室

▲夏休みに行われた教室の様子

▲▼昨年の様子
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平成24年11月26日㈪

11月30日㈮

12月９日㈰

平成25年１月15日㈫

１月21日㈪

 １月29日㈫

２月 ４日㈪

２月10日㈰

２月17日㈰

２月26日㈫

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

日　程 乳がん 大腸がん子宮頸がん
【①クーポン券が利用できる集団がん検診日程】

20歳

25歳

30歳

35歳

40歳

平成３(1991)年４月２日～平成４(1992)年４月１日

昭和61(1986)年４月２日～昭和62(1987)年４月１日

昭和56(1981)年４月２日～昭和57(1982)年４月１日

昭和51(1976)年４月２日～昭和52(1977)年４月１日

昭和46(1971)年４月２日～昭和47(1972)年４月１日

年齢 生　年　月　日

【②子宮頸がん無料検診の対象年齢】

40歳

45歳

50歳

55歳

60歳

昭和46(1971)年４月２日～昭和47(1972)年４月１日

昭和41(1966)年４月２日～昭和42(1967)年４月１日

昭和36(1961)年４月２日～昭和37(1962)年４月１日

昭和31(1956)年４月２日～昭和32(1957)年４月１日

昭和26(1951)年４月２日～昭和27(1952)年４月１日

年齢 生　年　月　日

【③乳がん・大腸がん無料検診の対象年齢】

対象者

接種回数

20～56日
（３～８週間）

20～56日
（３～８週間）

12カ月～

初回
１回目

初回
２回目

初回
３回目 追加

生後３カ月に達する日～７歳６カ月未満のお子さん
【望ましい接種年齢】初回の３回は生後３カ月から12カ月まで。
追加は初回接種終了後１年から１年半に達するまで。

合計４回

くの小児科医院
まなべ小児科クリニック
佐藤クリニック
かしわ台クリニック
玉井小児科神経クリニック
さつき町診療所

こっここどもクリニック

海老名メディカルプラザ
大島クリニック
やよいクリニック
海老名中央医院

にしのキッズクリニック

川島内科クリニック

なかえこどもクリニック

たちばなクリニック
北川医院
のざわ小児科内科医院
海老名あおばクリニック

医療機関名
【指定医療機関名】

【接種対象者・回数】

住　　所 電話番号
東柏ケ谷１-24-６
東柏ケ谷３-13-６
東柏ケ谷６-15-５
柏ケ谷1052-２
上今泉４-13-18
河原口391-２
河原口２-30-28
　　　　　　予約専用
中新田439-１
河原口１-１-14
国分北１-38-28
国分南３-６-17
国分南３-８-12
　　　　　　予約専用
中央３-１-５  ２F
中央３-３-１  ２F
　　　　　　予約専用
浜田町23-15
国分寺台１-18-１
杉久保北４-13-14
本郷2209-２

233-3221
234-8331
233-2211
234-9028
233-7005
232-3821
292-0115
292-0489
292-0222
236-3000
233-8419
231-4776
236-5545
236-5585
232-7111
236-5820
236-0633
234-7554
232-0550
238-9957
238-6246

11
月
か
ら
４
種
混
合
予
防
接
種
が

始
ま
り
ま
す

　

４
種
混
合
予
防
接
種
の
接
種
対
象

者
、
指
定
医
療
機
関
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
接
種
方
法
な
ど
は
３
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
と
同
じ
で
す
。

【
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
】　
百
日
咳
・
ジ

フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・
不
活
化
ポ
リ
オ

※
左
記
以
外
に
座
間
・
綾
瀬
・
厚
木
市

の
一
部
医
療
機
関
に
も
委
託
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
８
回
市
民
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
が
ん
早
期
発
見
に
つ
い
て
」

　

市
で
は
各
種
検
診
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
前
立
腺
が
ん
と
乳
が
ん

に
つ
い
て
、
市
民
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
12
月
１
日
㈯
14
時
〜
16
時
30
分

▼
会
場　
市
役
所
４
０
１
会
議
室

が
ん
検
診
推
進
事
業
実
施
中

〜
対
象
者
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
〜

　
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
対
象
の
方
に
送
付
し
て
い
ま

す
。未
受
診
の
方
は
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
有
効
期
限　
平
成
25
年
３
月
31
日
㈰

▼
そ
の
他　
検
診
日
程
・
対
象
年
齢
は
表
①
〜
③

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
ク
ー
ポ
ン
券
は
個
別
検

診
で
も
使
用
で
き
ま
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
・

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

【
生
活
習
慣
病
予
防
講
演
会
〜
こ
れ
か

ら
の
健
康
の
た
め
に
〜
】

▼
テ
ー
マ　
「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
」 

▼
日
に
ち　
11
月
24
日
㈯

▼
講
師　
管
理
栄
養
士
・
田
村
須
美
子

氏【こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
】

▼
テ
ー
マ　
「
ス
ト
レ
ス
に
負
け
ず
に

元
気
に
生
き
る
」 

▼
日
に
ち　
12
月
15
日
㈯

▼
講
師　
臨
床
心
理
士
・
佐
々
木
良
枝

氏

「
キ
ッ
ズ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
」参
加
者
募
集

▼
日
時　
12
月
１
日
㈯
10
時
〜
12
時
30

分
（
受
け
付
け
は
９
時
45
分
か
ら
）

▼
会
場　
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　
５
歳
〜
就
学
前
の
幼
児
と
保

護
者

▼
内
容　
講
話
と
調
理
実
習

▼
定
員　
親
子
16
組
（
事
前
予
約
制
）

▼
費
用　
１
組
５
０
０
円

▼
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
（
バ

ン
ダ
ナ
可
）・
布
巾
・
タ
オ
ル

▼
そ
の
他　

１
歳
以
上
の
託
児
あ
り

（
要
予
約
・
若
干
名
）

▼
主
催　
食
生
活
改
善
推
進
団
体
え
び

な
会

▼
申
し
込
み　
11
月
１
日
㈭
か
ら
、
電

話
で
健
康
づ
く
り
課
へ
。

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

問
健
康
づ
く
り
課
☎（
2
3
5
）7
8
8
0

※
共
通
事
項

▼
会
場　
上
今
泉
コ
ミ
セ
ン

▼
時
間　
10
時
〜
11
時
30
分
（
受
け

付
け
は
９
時
40
分
か
ら
）

▼
対
象　
市
内
在
住
の
方

▼
定
員　
50
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

▼
主
催　
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
実
行

委
員
会
（
上
今
泉
地
区
）

▼
申
し
込
み　
11
月
１
日
㈭
か
ら
、

電
話
で
健
康
づ
く
り
課
へ
。

▼
定
員　
先
着
１
５
０
人
（
事
前
申
し

込
み
制
）

▼
内
容　
講
演
①
「
前
立
腺
が
ん
を
見

つ
け
よ
う
！
」、
講
演
②
「
乳
が
ん
検

診
を
受
け
よ
う
！
」

▼
講
師　
①
腎
健
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・

髙
橋
裕
一
郎
氏
、
②
海
老
名
総
合
病
院

長
・
内
山
喜
一
郎
氏

▼
費
用　
無
料

▼
申
し
込
み　
11
月
１
日
㈭
か
ら
、
健

康
づ
く
り
課
ま
た
は
市
医
師
会
事
務
局

（
☎
２
３
４
・
３
２
４
１
…
平
日
８
時

〜
17
時
）
へ
。

第
７
回
Ｊ
Ｍ
Ａ
え
び
な
健
康
ま
つ
り

問 

海
老
名
総
合
病
院
☎（
2
3
1
）1
3
1
1

　

海
老
名
総
合
病
院
で
は
、「
健
康
」

を
テ
ー
マ
に
「
Ｊ
Ｍ
Ａ
え
び
な
健
康
ま

つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。
こ
と
し
は「
狭

心
症
や
心
筋

塞
な
ど
心
臓
の
病
気
に

つ
い
て
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
循
環

器
医
師
に
よ
る
特
別
講
演
会
を
11
時
か

ら
行
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
機
器
の
展

示
や
身
体
測
定
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
設
置
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　
11
月
11
日
㈰
10
時
〜
14
時
30
分

▼
会
場　
海
老
名
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ 実習の様子
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記 号 一 覧 　日日時　時時間
場場所　対対象　定定員　内内容
講講師　費費用　持持物　他その他
期期間　任任期　条条件　主主催
ホームページ　 Ｅメール

問問い合わせ　申申し込み

情報

▼  お知らせ  ▼

▼  募　　集  ▼

東日本大震災被災地支援
報告書を刊行
問企画財政課☎(235)4634

　東日本大震災の被災地支援活
動をまとめた報告書を刊行しま
した。
　市や消防のほか、民間企業、
市民団体などによる「オール海
老名」の支援活動の記録です。
　報告書は、市ホームページに
掲載しているほか、市役所情報
公開コーナー、図書館、各コミ
センなどで閲覧できます。

ＳＴＯＰ！児童虐待
～気づくのはあなたと
地域の心の目～
問子育て支援課☎(235)4825

　11月は、児童虐待防止月間で
す。子どもの命がかかっていま
す。虐待であることを証明する
必要はありません。通告した方
の秘密は守られます。虐待に気
付いたり、疑いがある場合は、
ためらわずに子ども家庭相談
室・児童相談所・警察のいずれ
かに通告を！
▶子ども家庭相談室
　☎（235）4825
▶厚木児童相談所
　☎（224）1111（代）
▶海老名警察署
　☎（232）0110

11月12日㈪～18日㈰
「女性の人権ホットライン」
強化週間
問 横浜地方法務局☎045(641)7461

　夫・パートナーからの暴力や
セクハラなど、女性をめぐる人
権問題について、県人権擁護委
員連合会所属の人権擁護委員と
法務局職員が、無料で相談を受
け付けます。秘密厳守。ひとり
で悩まず、お電話ください。
▶専用ナビダイヤル
　☎0570・070・810
▶相談期間　11月12日㈪～18日
㈰
▶相談時間　８時30分～19時
（平日）、10時～17時（㈯・㈰）

帰宅を促す放送を行います
問学校教育課☎(235)4918

　子どもたちの安全確保を図る
ため、11月１日㈭～平成25年２
月28日㈭の毎日、16時30分に防
災行政無線で帰宅を促す放送を
実施します。
　放送が流れたら、暗くなる前
に家に帰りましょう。

再生自転車の抽選販売
問リサイクルプラザ☎(235)7400

日11月11日・25日・12月９日・
平成25年１月27日・２月10日の
各㈰12時～場市民活動サポート
センター１階 他価格は１台
4,000円～6,000円。その他、防
犯登録料（500円）が必要です。
申抽選２日前～抽選当日の11時
30分までに、電話で同プラザへ。

必ずチェック最低賃金！
問神奈川労働局☎045(211)7354

　10月１日から、神奈川県の最
低賃金が849円になりました。
県内の事業場で働く、常用・臨
時・パート・アルバイトなどの
雇用形態や呼称を問わず、全て
の労働者とその使用者に適用さ
れます。

土砂災害のおそれがある
崖地の調査
問  厚木土木事務所東部センター
　 ☎0467(79)2800

　県が指定する「土砂災害警戒
区域」の抽出に必要な調査を、
11月上旬～平成25年３月下旬に
かけて実施します。
　この調査は、市内の崖地の上
端や下端などを県の委託業者が
道路から目視で確認するもので
す。場所や状況により、敷地内
への立ち入りをお願いする場合
があります。皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。

夫婦deクッキング
～二人で仲良くウチゴハン～
問  市民活動推進課☎(235)4568

日11月22日㈭午前の部：10時～
13時、午後の部：14時～17時場
文化会館354実習室・調理室対
市内在住・在勤の方定各回先着
14組の夫婦（定員になり次第終
了）講郷土料理研究家・福井直
子氏、一元氏費１組1,500円（材
料費）持三角巾、エプロン、布
巾（１人３枚）、筆記用具申11
月１日㈭から、住所・氏名・電
話番号を、電話で市民活動推進
課へ。

　９月30日㈰～10月２日㈫、海老名市都
市間交流協会の個人会員68人が、トライ
アングル交流都市のひとつ、登別市を訪
問しました。
　今回は、登別市の公共施設「クリンク
ルセンター」、市民プール「らくあ」、郷
土資料館、登別酪農館などの視察のほか、
「パノラマの森」での記念植樹など、トラ
イアングル交流をさらに深めた視察とな
りました。
　参加者からは、「市の施設見学、バター・
アイス作り体験ができ、楽しかった」「登
別の人たちが親切だった」「登別が親類
のような、身近な特別なところとなりま
した」などの満足な声がある一方、「も
う少し観光地へ行きたかった」という声
もありました。

◆個人会員
　市内　2,000円
　※中学生以下　無料
　市外　3,000円
　※中学生以下　2,000円
◆団体会員
　一般団体　10,000円
　法人団体　30,000円

①海老名市都市間交流だよりの発行（年１回）
②交流協会主催イベント事前案内の送付
③白石市特産品カタログショッピング「白石藩倶楽部」の会員限定割引
④【団体会員】トライアングル交流都市との交流事業実施における補助金助成
⑤【個人会員】白石市・登別市提携旅館宿泊時の補助金助成（年度内それぞれ２泊まで）
⑥【個人会員】交流協会主催旅行への参加（自己負担あり）
その他、新規会員の方に抽選で、豪華特典をプレゼント！
※抽選の結果は、商品の発送をもって代えさせていただきます

　

平
成
23
年
度
か
ら
、
姉
妹
都
市

の
白
石
市
に
加
え
、
登
別
市
と
の

交
流
を
開
始
し
た
都
市
間
交
流
協

会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
文
化

交
流
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

同
会
の
会
員
に
は
、
白
石
市
・

登
別
市
提
携
旅
館
宿
泊
時
の
補
助

金
助
成
な
ど
の
各
種
特
典
が
あ
り

ま
す
。友
好
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、

ぜ
ひ
ご
入
会
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クリンクルセンター

登別酪農館

白石市 鬼小十郎まつり
マスコットキャラクター
ポチ武者こじゅーろう

登別市観光
PRキャラクター
登夢（とむ）くん

郷土資料館

パノラマの森

問 海老名市都市間交流協会（市民活動推進課内）☎（235）4794

海老名市都市間交流協会
湯之国 のぼりべつ　市民交流視察

広げよう  友好のトライアングル会員募集

会
　
　
費

会
員
特
典

　中小企業退職金共済制度（以
下、中退共）は、中小企業で働
く従業員のために国が創設した
退職金制度で、掛金の一部を国
が助成しています。制度の詳細
は、同本部へお問い合わせくだ
さい。
　なお、市には、中退共を利用
する企業に対して掛金の一部を
補助する制度があります。こち
らも併せてご活用ください。

中小企業退職金共済制度
問  中小企業退職金共済事業本部
☎03(6907)1234

　商工課☎(235)4843

海老名市
イメージキャラクター
えび～にゃ
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記 号 一 覧 　日日時　時時間
場場所　対対象　定定員　内内容
講講師　費費用　持持物　他その他
期期間　任任期　条条件　主主催
ホームページ　 Ｅメール

問問い合わせ　申申し込み

情報

放送大学神奈川学習センターと
県央８市との公開学習会
問市民活動推進課☎(235)4794

　「県の防災対策とコミュニ
ティ」と題した、県知事による
講演などを行います。
日11月17日㈯13時～16時40分場
渋谷学習センター多目的ホール
（大和市福田2021- ２）費無料
申直接または電話で市民活動推
進課へ。

大地震への対策はお済みですか？
第４回木造住宅耐震相談会
問都市計画課☎(235)9392

　専門相談員が無料相談に応じ
ます。
日11月17日㈯13時～17時場市役
所702会議室定15人対昭和56年
５月31日以前に建築確認を受け
建築工事に着手した２階建て以
下の木造在来工法住宅申11月１
日㈭～９日㈮に、電話で都市計
画課へ。

▼  募　　集  ▼消費生活講座　施設見学
「海水総合研究所」
問  地域自治推進課☎(235)4567

　塩づくりに関する研究につい
て、施設見学を通じて学びます。
日11月29日㈭８時30分～13時30
分（市役所集合解散・バス移動）
場海水総合研究所（小田原市酒
匂４-13-20）対市内在住の方定
30人（応募多数の場合は抽選）
持飲み物・筆記用具申11月14日
㈬までに、電話で地域自治推進
課市民相談係（２階）へ。

くらしのセミナー「電磁波の
健康影響について学ぼう」
問  地域自治推進課☎(235)4793

日11月12日㈪10時～11時30分場
文化会館351会議室対市内在住・
在勤の方定先着40人講元明治薬
科大学大学院教授・大久保千代
次氏費無料持筆記用具申11月５
日㈪から、直接または電話で地
域自治推進課へ。

インターネット放送局配信中
　海老名市の行政情報や魅力を
動画で紹介しています。
www.ebinafield-itv.jp/

「めぐみ－引き裂かれた家族の30年」上映会
問県県央地域県政総合センター☎(224)4208 薨(225)1743

自分らしい人生のエンディングのために～お葬式・遺言など～
問地域自治推進課☎(235)4567

　北朝鮮による拉致事件が一刻も早く解決されることを願い、拉致問
題を風化させない取り組みの一環として、映画「めぐみ－引き裂かれ
た家族の30年」の上映と、特定失踪者問題調査会・杉野正治氏の講演
会を行います。「横田めぐみ」さんの写真展も同時開催。
日11月27日㈫18時～20時20分（17時30分開場）場文化会館小ホール定
300人費無料申行事名（めぐみ）・代表者氏名・郵便番号・住所・電話
番号・同伴者氏名を記入し、はがき、ファクス、メールのいずれかで、
県県央地域県政総合センター企画調整課「めぐみ」担当（〒243-0004
厚木市水引２-3-1、 keno.megumi@pref.kanagawa.jp）へ。11
月18日㈰必着。応募多数の場合は抽選。入場できない方へのみ連絡し
ます。

　自分らしい最期を迎えるために。お葬式にまつわるあれこれ、一緒
に考えませんか。
日11月19日㈪13時30分～15時30分場市役所701会議室対市内在住の方
定先着40人講日本葬祭アカデミー教務研究所・二村祐輔氏費無料申11
月１日㈭から、電話で地域自治推進課市民相談係（２階）へ。

プラネタリウム一般投影
「秋の星座」など
問  教育指導課☎(235)4919

日11月３日㈯㈷・４日㈰・10日
㈯・11日㈰13時～、14時～、15
時～場海老名スタードーム（中
央図書館４階）定各回とも先着
80人他投影時間は約30分。投影
開始30分前から受け付けを開始
します。入場無料。直接会場へ。

年末調整等説明会
問大和税務署☎(262)9411
　 市民税課☎(235)8594

　源泉徴収事務担当者を対象と
し、平成24年分の給与所得に関
する年末調整の方法などについ
て、説明会を開催します。詳細
は、お問い合わせを。
日11月８日㈭13時30分～16時場
文化会館大ホール他13時から受
け付け（用紙配布）を開始します。

街頭労働相談会
問  かながわ労働センター県央支所
☎(296)7311

　労働相談・年金相談・障がい
者の労働相談などを行います。
日11月７日㈬11時～18時場海老
名駅前ビナウォーク３番館１階
丸井入口前

国分寺台文化センターフェスタ
問同センター☎(233)0097

　当施設利用団体の、日ごろの
活動発表や作品展示を行います。
日11月23日㈮㈷10時～17時（作
品展示は11月23日㈮㈷～25日
㈰）場国分寺台文化センター他
車での来場はご遠慮ください。

下今泉コミセンふれあい祭り
問同コミセン☎(231)3750

　当施設利用団体の、日ごろの
活動発表や作品展示を行います。
日11月23日㈮㈷10時～15時場下
今泉コミセン他満車時は宗珪寺
駐車場が利用できます。

オストメイト社会適応訓練
活動の相談会と健康教室
問  （公社）日本オストミー協会
　 神奈川支部事務局☎0466(45)4216

日11月18日㈰13時30分～16時30
分場大野南公民館（相模原市南
区相模大野５-31-1、南区合同
庁舎内）対人工肛門・膀胱保有
者とその家族など内オストメイ
ト体験談、専門看護師による相
談、補装具展示など

再就職応援セミナー
～中高年向け～
問  合同就職面接会等運営事務局
☎045(227)6075

　中高年を対象とした「再就職
応援セミナー」を開催します。
日11月19日㈪時①応募書類対策
講座…９時30分～12時30分②面
接対策講座…13時30分～16時30
分場市役所702会議室対40歳以
上の方定各回先着40人費無料申
電話などで事務局へ。

有馬図書館定例映画会
問同図書館☎(238)4646

日①11月10日㈯②11月17日㈯時
間はいずれも10時30分～11時内
①「スプーンおばさん モミの
木に手を出すな」ほか２作②「お
おきなかぶ」他入場無料。直接
会場へ。

就職応援塾
～30歳代まで対象～
問  就職応援塾事務局☎0120(450)477

　若年者対象の、就職活動のた
めの応募書類の書き方や面接応
対などについてのセミナーです。
日〈書類作成講座〉11月７日㈬
９時30分～12時30分〈面接対策
講座〉13時30分～16時30分場市
役所703会議室対30歳代までの
方定各回先着30人費無料申電話
などで同事務局へ。

第39回学校保健研究協議会
問教育指導課☎(235)4919

日11月22日㈭13時50分～16時40
分場文化会館小ホール内①市小
学校養護部会による提案発表
「命を大切にし、豊かな心を育
てる性教育」②講演「性の教育
を通した人づくり～こころとか
らだの一体的な支援にむけて
～」講師／ヘルスプロモーショ
ン研究センター所長・岩室伸也
氏申11月15日㈭までに、電話で
教育指導課へ。

家庭と地域の教育を考えるつどい
問教育指導課☎(235)4926

　「子育て・親育てに役立つ知
恵」をテーマに、子育てについ
て考えるつどいです。医学博士・
池川明氏の講演と、非行防止啓
発ポスターの入賞者表彰式を行
います。ぜひ、ご来場ください。
日11月10日㈯13時30分～16時30
分場市役所401会議室対保護
者、社会教育・青少年関係団体
など定250人他申し込み不要。
直接会場へ。
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◆国民健康保険税［６期］

◆市営住宅使用料［11月分］

◆保育所保育料［11月分］

◆介護保険料［６期］

◆後期高齢者医療保険料［５期］

◆小学校給食費［７期］

今月の納税・納付
〈納期限 11月30日㈮〉編 集 後 記

●人　口
　　　128,470人
　　男：64,683人
　　女：63,787人
●世帯数
　　　51,601世帯
　（平成24年10月1日現在）

☎0180-994-050
問危機管理課☎(235)4501

一般加入電話および
携帯電話から

防災行政無線放送
音声ガイド

　広報えびなが1000号を迎えました！昭和
31年に創刊し、海老名の歴史とともに情報
発信し続けてきた広報も昨年７月に、タブ
ロイド判からA4判に変わりました。イラ
ストや写真を増やして、より伝わりやすい
情報発信を心がけています。これからも広
報えびなをよろしくお願いします。（健）

桑山紀彦氏
　湾岸戦争後のイラク、ソマリア、
旧ユーゴスラビアなどで医療救援
活動を続けている医師。現在も年
に数回、東ティモールやパレスチ
ナなどで医療活動を展開してい
る。現在、宮城県名取市の自身の
クリニック「東北国際クリニック」
で、心療内科医として日々心のケ
アにあたっている。

参加者
募集！

　世界の貧困、紛争地区で医療支援活動を行っている医師の桑山
紀彦氏によるコンサートステージです。桑山さんが活動中に出
会った人々の様子を、オリジナルの音楽と映像で伝えます。市で
は７年前から毎年公演を続けていて、今回の「地球のステージ」
では海老名特別版として、さまざまなかたちの幸せや平和を考え
ます。また、公演終了後、ガールスカウトのメンバーによるメッ
セージもあります。

▶日　時　12月９日㈰13時30分～（13時開場）
▶会　場　文化会館大ホール
▶定　員　先着300人
▶入場料　無料
▶その他　２歳～就学前の託児あり。事前申込制。
▶共　催　一般社団法人ガールスカウト神奈川県連盟
▶申し込み　11月１日㈭から、直接または電話・ファクス
で市民活動推進課へ。市ホームページからの申し込みも可。

問 市民活動推進課☎（235）4568 薨（231）2670

～考えてみませんか　平和のこと～

　　海老名市平和のつどい2012
「地球のステージ海老名特別版」


